
 

前
回
、「
よ
し
ひ
ら
通
信
１
８
号
」
に
お
い

て
、
雲
南
市
の
財
政
悪
化
を
皆
様
に
お
知
ら

せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
６
月
議
会
の
市
長

施
策
方
針
に
お
い
て
、
次
期
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
建
設
資
材

の
高
騰
(
当
初
予
定
１
２
０
億
円
が
１
８
０

億
円
に
値
上
が
り
見
込
み
)
に
伴
い
、
こ
の

ま
ま
建
設
し
た
場
合
、
財
政
に
及
ぼ
す
影
響

が
大
き
な
も
の
と
な
る
こ
と
を
懸
念
し
、
白

紙
撤
回
と
な
り
ま
し
た
。 

財
政
に
及
ぼ
す
影
響
と
は
、
今
回
の
投
資

を
行
う
に
あ
た
り
当
然
借
入
を
行
う
(
地
方

債
の
発
行
)
こ
と
に
な
り
、
令
和
１
１
年
か 

ら
借
入
金
の
返
済
が
始
ま
る
頃
に
公
債
費

比
率
が
１
８
％
を
超
え
る
可
能
性
が
あ
り
、

こ
の
比
率
が
高
く
な
る
と
他
の
事
業
に
あ

て
る
財
源
も
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る
上
、
今

後
、
地
方
債
の
発
行
に
は
総
務
省
の
許
可
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。 

令
和
７
年
６
月
定
例
会 

所
感 

白紙撤回の裏にある、 
雲南市の危機的財政状況を解説します 
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この表の令和 11 年度の実質公債費比 17.9％

には、次期一般廃棄物処理施設や今後、建設

予定の各小中学校等の借入返済金が含まれて

いません。そのため、現在の計画通りに各施

設の建設を進めた場合、雲南市は破綻の可能

性が出てきます。 

雲南市の財政は、2年前から悪化傾向にあ

ったため、私はコストカットを軸とする

支援案（小中学校統廃合等）を市に対し

て提案してきました。今後もこの提案は

継続していきたいと思います。 



 

令
和
７
年
６
月
定
例
会 

６
月
議
会
で
は
、
雲
南
市
民
の
皆
様
の
安

心
安
全
を
中
心
に
質
問
し
ま
し
た
。 

  

三
刀
屋
町
ア
ス
パ
ル
の
北
側
陸
橋
は
、

簡
単
な
バ
リ
ケ
ー
ド
誰
で
も
進
入
可
能
で

危
険
。
加
茂
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
修
理
し
た

場
所
が
段
差
と
な
り
危
険
。
市
民
の
安
全
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。 

問 質問 1 

  

公
共
施
設
が
危
険
な
状
態 

特
に
ア
ス
パ
ル
の
立
入
禁
止
措
置
は
、あ
ま

り
に
も
不
十
分
（
欄
干
が
腐
食
し
転
落
の
危

険
も
あ
っ
た
）
で
あ
り
、私
も
現
場
を
見
た
瞬

間
危
険
と
感
じ
、す
ぐ
に
改
善
を
要
望
し
た
。

数
日
後
、市
は
頑
丈
な
バ
リ
ケ
ー
ド
を
設
置
し

た
が
、市
民
は
対
応
の
遅
さ
を
不
満
に
思
っ
て

い
る
。 

  
市
内
の
各
所
に
「
消
え
て
い
る
」
ま
た

は
「
消
え
か
け
て
い
る
」
横
断
歩
道
が
あ
る
。

市
民
の
安
心
・
安
全
の
観
点
か
ら
、
こ
の
状

況
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。 

問 

回
答
：
総
務
部
長
(
鐘
撞 

征
司
) 

 

公
共
施
設
の
安
全
管
理
は
、
事
故
防
止
・

安
全
確
保
・
予
備
的
保
全
を
図
る
た
め
、
日

常
点
検
や
施
設
診
断
を
随
時
実
施
し
、
危
険

箇
所
は
速
や
か
に
使
用
禁
止
・
立
入
禁
止
・

応
急
修
繕
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
修

理
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る
も
の
は
、
方
針

決
定
や
調
整
等
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
が

あ
る
の
で
御
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。 

回
答
：
防
災
部
長
(
女
鹿
田 

比
文
) 

横
断
歩
道
や
信
号
機
、
そ
の
他
の
道
路
標

識
は
交
通
規
制
の
一
部
で
あ
り
、
管
理
や
修

繕
等
は
島
根
県
公
安
委
員
会
が
行
っ
て
い

る
。
道
路
点
検
で
発
見
し
た
も
の
や
市
民
か

ら
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
逐
次
公
安
委
員
会

に
改
善
要
望
を
行
っ
て
い
る
。 

 

議 会 動 画 

ア ー カ イ ブ 

そ の 他 の 質 問 は 、 

議会動画アーカイブ

を ご 覧 く だ さ い 。 

    

こ
れ
ら
は
以
前
市
民
か
ら
改
善
要
望

が
出
て
い
た
案
件
で
あ
り
、市
が
し
っ
か
り
と

し
た
対
応
し
な
い
こ
と
か
ら
「
議
会
と
語
ろ
う

会
」
で
改
め
て
要
望
が
あ
っ
た
。 

意
見 

質問 2 

  

消
え
か
け
て
い
る
横
断
歩
道 

進
会
議
よ
り
改
善
要
望
を
公
安
委
員
会
に

行
う
と
と
も
に
、
市
建
設
部
・
防
災
部
と
連

携
し
な
が
ら
修
繕
を
働
き
か
け
て
い
る
。 

    

多
く
の
修
繕
箇
所
が
あ
る
。公
安
委

員
会
に
対
し
て
市
民
の
安
全
確
保
の
観
点
か

ら
早
急
に
修
繕
し
て
頂
け
る
よ
う
引
き
続
き

対
応
し
て
頂
き
た
い
。 

市
民
の
安
全
確
保
は
、横
断
歩
道
だ
け
で

は
な
い
。昨
今
の
異
常
気
象
に
よ
り
１
０
０
年

に
一
度
の
大
雨
が
頻
繁
に
降
る
こ
と
か
ら
、地

域
を
守
る
た
め
の
巡
回
調
査
が
市
民
の
安
全

確
保
に
は
不
可
欠
だ
。 

意
見 

回
答
：
教
育
長
(
小
田
川 

徹
哉
) 

毎
年
、
雲
南
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
基
づ
き
、
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
抽

出
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
修
繕
が
必
要
と
判

断
さ
れ
た
場
合
は
、
雲
南
市
通
学
路
安
全
推 

質問 3 

  

猛
暑
時
の
通
学
支
援
に
つ
い
て 

  

昨
年
の
夏
は
、
猛
暑
で
通
学
時
に
体
調

を
崩
し
た
子
供
が
い
た
た
め
、
急
遽
バ
ス
で

の
登
下
校
と
な
っ
た
と
聞
く
。
今
年
の
気
象

庁
の
予
想
は
、
平
年
よ
り
温
度
が
高
く
早
め

の
熱
中
症
対
策
が
必
要
と
言
っ
て
い
る
が
、

今
年
の
熱
中
症
対
策
を
伺
う
。 

問 回
答
：
教
育
長
(
小
田
川 

徹
哉
) 

昨
年
度
の
熱
中
症
対
策
は
、
通
学
距
離
の

長
い
児
童
を
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
臨
時
便
で

登
下
校
対
応
を
行
っ
た
。
今
年
度
も
、
昨
年

度
臨
時
便
で
対
応
し
た
学
校
に
つ
い
て 

７
月
か
ら
９
月
中
旬
ぐ
ら
い
ま
で
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
臨
時
便
対
応
を
予
定
し
て
い
る
。

気
象
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
児
童
生
徒
の

安
全
確
保
に
努
め
る
。 

    

今
回
の
一
般
質
問
は
、以
前
市
民
か

ら
市
役
所
に
提
出
さ
れ
て
い
た
案
件
だ
が
、出

さ
れ
た
案
件
に
対
し
て
市
の
対
応
が
不
十
分

で
市
民
は
不
安
・不
満
を
抱
え
て
い
る
。 

そ
の
根
本
原
因
は
市
民
の
要
望
に
対
し
て

市
の
検
討
状
況
が
市
民
に
報
告
さ
れ
ず
経
過

が
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
あ
り
、 

市
と
し
て
市

民
へ
の
「
ほ
う
れ
ん
そ
う
（
報
告
・連
絡
・
相

談
）
」
が
で
き
て
い
な
い
た
め
だ
。 

市
長
は
、「
市
民
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め

の
ほ
う
れ
ん
そ
う
。ち
ょ
っ
と
と
し
た
気
配
り

で
大
き
く
違
っ
て
く
る
と
認
識
し
て
い
る
。今

後
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を

し
た
い
。」
と
話
さ
れ
た
が
、 

こ
れ
か
ら
雲
南

市
役
所
が
、市
民
に
寄
り
添
い
、気
配
り
が
で

き
る
活
動
を
期
待
し
た
い
。 

意
見 
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